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令和 年度 事業説明書
１　基本情報

2 3 1

２　補正後の事業費等

３　事業の概要

3

事業番号 1324 事業名 個人番号交付事務 事業区分 □新規 ■継続
担当課 総務課 担当係 総合窓口係

予算区分 款 総務費 項 戸籍住民登録費 目 戸籍住民登録費

財源内訳

国庫
支出金

県支出金 その他 起債 一般財源

11号補正
3月定例

5,039 4,670 4,670 0

補正後 9,709 9,441 10 258

（単位：千円）

細事業等 内容 補正額 財源内訳

委託費
（町→J-LIS）

個人番号カードの交付枚数が当初の見込みよりも増加したため、
増額する。
Ｒ２年度実績：7,423千円（交付枚数1,654枚）
Ｒ３年度見込み：8,536千円（交付見込み枚数1,911枚、
　前年比115％） 7,423千円×115%＝8,536千円
　8,536千円－3,866千円＝4,670千円の増額

4,670
国

10/10

合計 4,670

項目 補正前
今回

補正額
備考

補正の概要
個人番号カードの交付枚数が昨年度よりも増加することが見込まれ、補助金（歳入）ならびに委託費（歳
出）ともに増額する。

これまでの
取組状況や
改善点等

補正の内容

 2‐1



令和 年度 事業説明書
１　基本情報

2 1 9

２　補正後の事業費等

３　事業の概要

3

事業番号 1239 事業名 電算管理（総合行政システム） 事業区分 □新規 ■継続
担当課 総務課 担当係 情報政策係

予算区分 款 総務費 項 総務管理費 目 電算機管理費

財源内訳

国庫
支出金

県支出金 その他 起債 一般財源

11号補正
3月定例

69,067 3,328 3,327 1

補正後 72,395 8,129 6,225 58,041

（単位：千円）

細事業等 内容 補正額 財源内訳

総合行政システ
ム改修

○転出・転入手続きワンストップ化システム改修委託料】
　国が進める行政手続きのデジタル化の一環として、転出・転入
届の手続きワンストップ化に対応するためシステム改修を行う。
　・事業費　3,327,500円
　・国庫補助金　3,327,000円を充当

　従来、転出～転入の手続きは、それぞれの市町村庁舎へ来庁す
る必要があるが、ワンストップ化により、転出届のオンライン
化、転入先市町村のみの来庁が実現される。
　住民は、手続きの書類記入が不要で事前準備可能となるほか、
来庁の時間短縮が可能なため、負担軽減・利便性が向上される。

3,328
国

（10/10）

合計 3,328

項目 補正前
今回

補正額
備考

補正の概要
住民票転出・転入手続きについて、オンライン化により転入地市町村のみで手続きを終えるよう、システム改
修を行う。

これまでの
取組状況や
改善点等

補正の内容

 2‐2



令和 年度 事業説明書
１　基本情報

6 1 2

２　補正後の事業費等

３　事業の概要

3
一般会計

事業番号 210 事業名 商工業の振興 事業区分 □新規 ■継続
担当課 商工観光課 担当係 商工係

予算区分 款 商工費 項 商工費 目 商工振興費

財源内訳

国庫
支出金

県支出金 その他 起債 一般財源

11号補正
3月定例

23,574 △ 2,880 △ 444 △ 2,436
ふるさと未来夢基金繰入金△500千円
損害保険　56千円

補正後 20,694 5,681 15,013

（単位：千円）

細事業等 内容 補正額 財源内訳

賠償金

【概要】
・事故発生年月日　令和４年１月20日
・事故発生場所　　琴浦町大字中尾地内
・事故の内容
　町設置の商工街路灯が、強風のため国道９号に倒壊し、走行し
てきた車が衝突して被害を与えたため、車両修繕に要する費用に
ついて賠償金を支払う。
                  　　　　　　　賠償金         55,994円

56 その他

琴浦でスター
ト！応援補助金

  補正額△2,936千円

【算出根拠】
・歳出見込額3,064千円-既定予算額6,000千円

△ 2,936 単町

合計 △ 2,880

項目 補正前
今回

補正額
備考

補正の概要
  町設置の商工街路灯が、強風のため国道９号に倒壊し、走行してきた車が衝突して被害を与えたため、車両
修繕に要する費用について賠償金を支払う。

補正の内容

これまでの
取組状況や
改善点等

現場写真

 4‐1



令和 年度 事業説明書
１　基本情報

5 1 3

２　補正後の事業費等

３　事業の概要

3
一般会計

事業番号 162 事業名 担い手育成対策事業 事業区分 □新規 ■継続
担当課 農林水産課 担当係 農林水産振興係
予算区分 款 農林水産業費 項 農業費 目 農業振興費

財源内訳

国庫
支出金

県支出金 その他 起債 一般財源

11号補正
3月定例

323 15,000 15,000 0

補正後 15,323 15,076 247

（単位：千円）

細事業等 内容 補正額 財源内訳

担い手確保・経
営強化支援事業
補助金

　農業経営の発展を図ろうとする担い手が行う融資を活用した農
業用機械・施設の導入に対して支援を行う。
　補助率：1/2（国1/2）

○中心経営体（補助上限：個人7,500千円／法人15,000千円）
　トラクター・バンカーサイロ・井戸等給水施設
　事業費：33,000千円　　　　　　　補助金額：15,000千円

【歳入】担い手確保・経営強化支援事業費補助金　15,000千円

15,000 国(10/10)

合計 15,000

項目 補正前
今回

補正額
備考

補正の概要
　国の補正予算事業における「担い手確保・経営強化支援事業」を活用して機械・施設の導入を図る担い手農
家を支援する。
　（令和４年度に繰越）

補正の内容

これまでの
取組状況や
改善点等

6－1－1



令和 年度 事業説明書
１　基本情報

5 1 3

２　補正後の事業費等

３　事業の概要

3
一般会計

事業番号 1139 事業名 農業後継者育成対策事業 事業区分 □新規 ■継続
担当課 農林水産課 担当係 農林水産振興係

予算区分 款 農林水産業費 項 農業費 目 農業振興費

財源内訳

国庫
支出金

県支出金 その他 起債 一般財源

11号補正
3月定例

47,073 2,104 △ 712 2,816

補正後 49,177 17,889 5,000 0 26,288 ふるさと未来夢基金　5,000千円

（単位：千円）

細事業等 内容 補正額 財源内訳

農業次世代人材
投資資金

 認定新規就農者の就農直後の経営を支援するため、独立・自営
就農後（最長５年間）に最大150万円/年の資金を交付する国の補
助事業。　
 次世代人材投資資金の国の予算残に伴い、次年度支給額の前倒
し交付を行う。
　対象者5名×支払額750千円＝3,750千円

【歳入】農業次世代人材投資資金　3,750千円

3,750 国(10/10)

県就農条件整備
事業

　実績見込みによる減額。
　△6,689千円（支出見込額4,627千円－予算現額11,316千円）

【歳入】県就農条件整備事業補助金　△4,462千円

△ 6,689
県(1/3)
町(1/6)

新規就農者住宅
跡地造成工事

　現在利用が無く、建物の老朽化が著しい新規就農者住宅3棟
（逢束）について、令和3年度に解体工事を行った。
　解体跡地（1,100㎡）の農地復旧について、表土すき取り、運
搬、処分の増及びこれに伴う黒土搬入量の増による工事費の増額
を行う。
　積雪等天候不順により、他工事で発生する黒土の搬入が困難な
ため繰越により工事を行う。　

　新規就農者住宅跡地造成工事（令和４年度に繰越）
　5,043千円（支出見込額23,653千円－予算現額18,610千円）

5,043 単町

合計 2,104

項目 補正前
今回

補正額
備考

補正の概要
　農業次世代人材投資資金の国の予算残に伴い、次年度支給額の前倒し交付を行う。
　県就農条件整備事業について、実績見込みに基づき減額を行う。
  新規就農者住宅の解体跡地について、農地造成工事を行い、土地所有者に返却を行う。

これまでの
取組状況や
改善点等

補正の内容

6－1－2



令和 年度 事業説明書
１　基本情報

5 1 3

２　補正後の事業費等

３　事業の概要

3
一般会計

事業番号 1162 事業名 気象災害による農業施設等復旧対策事業 事業区分 ■新規 □継続
担当課 農林水産課 担当係 農林水産振興係

予算区分 款 農林水産業費 項 農業費 目 農業振興費

財源内訳

国庫
支出金

県支出金 その他 起債 一般財源

11号補正
３月定例

0 3,812 2,430 1,382

補正後 3,812 2,430 0 1,382

（単位：千円）

細事業等 内容 補正額 財源内訳

【新】
雪害園芸施設等
復旧対策事業

　令和３年12月25日以降に発生した雪害等により被災した農業用
ハウス、堆肥舎について、再生産に向け施設復旧の支援を行う。
　3,812千円

・農業用ハウス（１棟）
　　補助率：2/3（県1/3、町1/3）
　　事業費993千円×2/3＝662千円
・堆肥舎（１棟）
　　補助率：1/2（県1/3、町1/6）
　　事業費6,300千円×1/2＝3,150千円

【歳入】雪害園芸施設等復旧対策事業費補助金　2,430千円

3,812
県2,430
町1,382

合計 3,812

項目 補正前
今回

補正額
備考

補正の概要
　自然災害により被災した農業用ハウス、堆肥舎について、再生産に向け施設復旧を支援します。
　（令和４年度に繰越）

補正の内容

これまでの
取組状況や
改善点等

6－1－3



令和 年度 事業説明書
１　基本情報

10 1 2

２　補正後の事業費等

３　事業の概要

【歳入】
　〇県支出金　 千円

133,693千円(補助対象事業費)×98.5％≒131,687千円+13,679千円(測量設計委託料補助金)＝145,366千円

　○分担金 千円
現年発生農業用施設災害復旧費分担金

　○起債 千円

（133,693千円+（4,028千円）－131,687千円）×90％＝5,400千円（10万円未満切捨て）
（補助対象経費+（事務雑費＋工事雑費）－国補助）×90％＝起債（10万円未満切捨て）

3
一般会計

事業番号 354 事業名 現年発生農業用施設災害復旧事業 事業区分 □新規 ■継続
担当課 農林水産課 担当係 農村整備係

予算区分 款 災害復旧費 項 農林水産業災害復旧費 目 現年発生農業用施設災害復旧費

財源内訳

国庫
支出金

県支出金 その他 起債 一般財源

11号補正
3月定例

273,821 7,845 26,187 △ 5,161 △ 42,600 29,419 地元分担金

補正後 281,666 145,366 331 5,400 130,569 地元分担金

（単位：千円）

細事業等 内容 補正額 財源内訳

工事請負費

　災害査定により補助災害の復旧対象が追加となったことに
よる増額。

　災害復旧事業（国補助分）35箇所→45箇所　12,779千円
　　支出見込額188,744千円－予算現額175,965千円

12,779

国　　 12,508
起債 △43,300
地元　△4,746
町　　 48,317

委託料

　災害査定測量設計業務委託
　実績による減額　△4,934千円
　　支出見込額86,707千円－予算現額91,641千円

　災害査定設計補助対象及び補助割合変更による財源組替

△ 4,934

国　　13,679
起債　　 700
地元　 △415
町　△18,898

合計 7,845

145,366
(国補助　補助率：98.5%　施設）

331

5,400
災害復旧事業債(充当率：　90%）

項目 補正前
今回

補正額
備考

補正の概要 7月7日～8日の豪雨により発生した農業用施設災害の復旧を行うため、必要な経費の補正を行うもの。

これまでの
取組状況や
改善点等

補正の内容

6－1－4



令和 年度 事業説明書
１　基本情報 船上山発電所管理特別会計

1 1 1

２　補正後の事業費等

３　事業の概要

【歳入】 単位：円

補正の内容 ①

②

③

④

【歳出】

⑤

⑥

⑦

⑧

⑨

⑩

⑪

⑫

⑬

⑭

⑮

⑯

3

事業番号 1244 事業名 船上山小水力発電所施設管理運営事業 事業区分 □新規 ■継続
担当課 農林水産課 担当係 農村整備係
予算区分 款 電気事業費用 項 営業費用 目 水力発電費

財源内訳

国庫
支出金

県支出金 その他 起債 一般財源

2号補正
3月定例

20,953 △ 351 △ 351 0
売電収入　△328千円
基金利息　△23千円

補正後 20,602 20,602 0
売電収入　16,383千円
基金利息　124千円
前年度繰越金　4,095千円

実績見込額（円）

　　　内　容 　　補正前 　　補正額 　　補正後

売電料金 20,280,000 △ 362,000 19,918,000 19,913,000

前年度繰越金 4,095,000 0 4,095,000 4,094,600

基金利息

(建設改良)基金利息 120,000 △ 31,000 89,000 89,000

(修繕積立)基金利息 8,000 2,000 10,000 10,000

(欠損調整)基金利息 19,000 6,000 25,000 25,000

合計 24,522,000 △ 385,000 24,137,000 24,131,600

　　　内　容 　　補正前 　　補正額 　　補正後

 8.1 普通旅費 15,000 △ 15,000 0 0

10.1 消耗品費 10,000 △ 10,000 0 0

10.4 印刷製本費 100,000 △ 100,000 0 0

10.5 光熱水費 120,000 0 120,000 120,000

10.6 修繕料 927,000 △ 927,000 0 0

11.1 通信運搬費 87,000 0 87,000 87,000

11.1 火災保険料 36,000 0 36,000 35,138

12.1 委託料 4,815,000 △ 3,000 4,812,000 4,811,092

13.1 使用料 151,000 0 151,000 150,282

14.1 工事請負費 385,000 △ 11,000 374,000 374,000

18.1 負担金 225,000 △ 84,000 141,000 140,630

26.2 消費税 1,480,000 △ 104,000 1,376,000 1,375,500

　　24 積立金

69 欠損調整 85,000 0 85,000 84,817

63 利子(欠損調整) 19,000 6,000 25,000 25,000

62 修繕 1,259,000 926,000 2,185,000 2,185,000

66 利子(修繕) 8,000 2,000 10,000 10,000

47 建設改良 0 0 0 0

65 利子(建設改良) 120,000 △ 31,000 89,000 89,000

70 災害準備 5,679,000 0 5,679,000 5,678,365

　　27 繰出金

23 土地改良施設負担軽減

（R3連合補助） 4,095,000 0 4,095,000 4,094,600

24 償還分 1,337,000 0 1,337,000 1,336,730

小計 20,953,000 △ 351,000 20,602,000 20,597,154

項目 補正前
今回

補正額
備考

補正の概要
　気象条件等により売電収入が当初の見込みより減額となったため、基金積立額の修正等、歳入歳出について
見直しを行う。

6－2－1



⑰

① 売電実績見込みの見直しによる減

②～④、⑬、⑮、⑯　基金利息見込みによる増減

⑤～⑫　執行残による減

⑭　基金計画に基づく積立(修繕費残額分を基金積立)

⑰　売電収入見込み、実施見込みによる収支差を予備費で調整

予備費金額 = -

=

予備費歳出は、3,535千円となるため、歳入予算額において売電収益を5千円増額して調整し、

歳入歳出予算を合わせている。

予備費 　　補正前 　　補正額 　　補正後

土地改良施設負担軽減

（R3連合補助） 3,569,000 △ 34,000 3,535,000 3,534,446

小計 3,569,000 △ 34,000 3,535,000 

合計 24,522,000 △ 385,000 24,137,000 24,131,600

歳入見込額合計 24,131,600円から、電気事業費用 20,597,654円を引いた額が、予備費の金額。

24,131,600 20,597,154 

3,534,446

これまでの
取組状況や
改善点等

6－2－1



令和 年度 事業説明書
１　基本情報

2 1 12

２　補正後の事業費等

３　事業の概要

3
一般会計

事業番号 1528 事業名 新型コロナウイルスワクチン接種 事業区分 □新規 ■継続
担当課 すこやか健康課 担当係 新型ｺﾛﾅｳｲﾙｽﾜｸﾁﾝ接種推進室
予算区分 款 総務費 項  総務管理費 目 諸費

財源内訳

国庫
支出金

県支出金 その他 起債 一般財源

11号補正
3月定例

68,576 2,785 2,785 0

補正後 71,361 69,885 760 716

（単位：千円）

細事業等 内容 補正額 財源内訳

報償費
集団接種　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
医師　18,000円×40時間×2名＝1,440千円
看護師3,150円×40時間×4名＝504千円

1,944
国負担金
10/10

委託料 接種委託料　2,277円×2,000回＝4,554千円　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　4,554
国負担金
10/10

委託料 コールセンター△5,037円　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　△ 5,037
国負担金
10/10

事務費
決済手数料674千円、コールセンター電話通信料100千円、コール
センター電話器借上550千円

1,324
国補助金
10/10

合計 2,785

項目 補正前
今回

補正額
備考

補正の概要
新型コロナウイルスワクチン接種の追加接種（3回目）を行う。
希望者全員が接種できるよう、接種体制を確保する。

これまでの
取組状況や
改善点等

　・4月15日～5月23日　高齢者施設巡回接種　入所者470人施設職員400人
　・5月10日～9月30日　個別接種　約8,400人 （一部継続）
　・6月3日～9月30日 　集団接種　約2,800人
　　Ｒ4.1.27時点　2回目接種終了者　13,132人　86.2％　

補正の内容

7-1-1



令和 年度 事業説明書
１　基本情報

3 1 1

２　補正後の事業費等

３　事業の概要

3
一般会計

事業番号 651 事業名 国保財政基盤強化対策繰出金 事業区分 □新規 ■継続
担当課 すこやか健康課 担当係 保険係
予算区分 款 民生費 項 社会福祉費 目 社会福祉総務費

財源内訳

国庫
支出金

県支出金 その他 起債 一般財源

11号補正
3月定例

145,591 △ 8,896 △ 8,896

補正後 136,695 17,442 53,743 0 0 65,510

（単位：千円）

細事業等 内容 補正額 財源内訳

財政安定化支援 今年度の算定結果に伴う減額を行うもの。 △ 7,259 単町

職員給与等
第三者求償事務の実績により国保連合会へ支払う手数料の増額を
行うもの。

163 単町

その他(法定外)
保険税のコロナ減免分が全額国の補助対象となったことによる減
額を行うもの（4割補助→10割補助）。

△ 1,800 単町

合計 △ 8,896

項目 補正前
今回

補正額
備考

補正の概要
　財政安定化支援繰入金を今年度の算定結果に減額、その他（法定外）繰入金をコロナ減免の補助率変更に伴
い減額するもの等。

これまでの
取組状況や
改善点等

補正の内容

7-1-2



令和 年度 事業説明書
１　基本情報

3 1 10

２　補正後の事業費等

３　事業の概要

3
一般会計

事業番号 86 事業名 介護保険事業 事業区分 □新規 ■継続
担当課 すこやか健康課 担当係 高齢福祉係
予算区分 款 民生費 項 社会福祉費 目 介護保険事業

財源内訳

国庫
支出金

県支出金 その他 起債 一般財源

11号補正
3月定例

322,598 △ 1,178 0 3 0 0 △ 1,181

補正後 321,420 11,306 5,656 0 0 304,458

・11号補正　△1,178千円

（単位：千円）

細事業等 内容 補正額 財源内訳

介護保険特別会
計への繰出

繰出金　△1,178千円
　介護保険特別会計への町繰出金　△1,178千円
　内訳：保険料コロナ減免分　　 　△680千円
　　　　事務費　　　　　　　　 　△498千円

※介護保険特別会計補正予算　3,404千円
　財源：国支出金　　　1,291千円
　　　　県支出金　　　△771千円
　　　　保険料　　　　2,351千円
　　　　財産収入（利子）731千円
　　　　雑入（返還金）　861千円
　　　　　　（延滞金）　119千円
　　　　町繰入金　　△1,178千円

△ 1,178

合計 △ 1,178

項目 補正前
今回

補正額
備考

補正の概要 システム改修補助金の増額に伴う事務費の減額、保険料コロナ減免に係る国の交付金増額による減額

補正の内容

7-1-3



令和 年度 事業説明書
１　基本情報

3 1 12

２　補正後の事業費等

３　事業の概要

3
一般会計

事業番号 866 事業名 後期高齢者医療事務 事業区分 □新規 ■継続
担当課 すこやか健康課 担当係 保険係
予算区分 款 民生費 項 社会福祉費 目 後期高齢者医療費

財源内訳

国庫
支出金

県支出金 その他 起債 一般財源

11号補正
3月定例

320,619 △ 277 11,442 △ 11,719
後期高齢者医療療過年度分養給付費返還
金　11,442

補正後 320,342 44,532 19,079 256,731

（単位：千円）

細事業等 内容 補正額 財源内訳

負担金

歳出
　後期高齢者医療広域連合共通経費負担金　△277円
歳入
　後期高齢者医療療過年度分養給付費返還金　11,442円

△ 277

合計 △ 277

項目 補正前
今回

補正額
備考

補正の概要
　令和3年度後期高齢者医療広域連合共通経費負担金および令和2年度後期高齢者医療療養給付費負担金の確定
に伴い補正を行うもの。

補正の内容

これまでの
取組状況や
改善点等

7-1-4



令和 年度 事業説明書
１　基本情報

12 1 1

２　補正後の事業費等

３　事業の概要

3
一般会計

事業番号 1169 事業名 国県返納金 事業区分 □新規 ■継続
担当課 すこやか健康課 担当係 高齢福祉係
予算区分 款 諸支出金 項 諸費 目 国県支出金返納金

財源内訳

国庫
支出金

県支出金 その他 起債 一般財源

11号補正
3月定例

3,140 126 0 0 0 0 126

補正後 3,266 0 0 14 0 3,252

（単位：千円）

細事業等 内容 補正額 財源内訳

返還金
令和2年度介護保険事業費補助金返還金（通いの場活動自粛下にお
ける介護予防のための広報支援事業）
交付決定額240,000円-実績額114,000円＝返還額126,000円

126

合計 126

項目 補正前
今回

補正額
備考

補正の概要 令和2年度介護保険事業費補助金返還金

補正の内容

7-1-5



令和 年度 事業説明書
１　基本情報

6

２　補正後の事業費等

３　事業の概要

3
国民健康保険特別会計

事業番号 事業名 保健事業費 事業区分 □新規 ■継続
担当課 すこやか健康課 担当係 保険係
予算区分 款 保健事業費 項 目

財源内訳

国庫
支出金

県支出金 その他 起債 一般財源

4号補正
3月定例

21,448 △ 2,750 △ 2,750 0

補正後 18,698 0 7,156 0 0 11,542

（単位：千円）

細事業等 内容 補正額 財源内訳

特定健康診査
　特定健診未受診者対策として実施した健診未受診者への受診勧
奨通知事業について、県と共同で実施したことによる不用額を減
額するもの。

△ 2,750 県

項目 補正前
今回

補正額
備考

補正の概要 　今年度の実績見込みにより不用額の減額を行うもの。

補正の内容

これまでの
取組状況や
改善点等

7-2-1



令和 年度 事業説明書
１　基本情報

２　補正後の事業費等

３　事業の概要

3
国民健康保険特別会計

事業番号 事業名 その他国保に関する事業 事業区分 □新規 ■継続
担当課 すこやか健康課 担当係 保険係
予算区分 款 項 目

財源内訳

国庫
支出金

県支出金 その他 起債 一般財源

4号補正
3月定例

540,393 3 △ 476 △ 7,832 8,311

一般会計繰入
（職員給与等）163千円
（財政安定化支援）△7,259千円
　（その他法定外）△1,800千円
延滞金　1,000千円
国保財政調整基金積立金利子
　　64千円

補正後 540,396 125 19,225 137,240 0 383,806

（単位：千円）

細事業等 内容 補正額 財源内訳

一般管理費
　第三者求償事務の実績により国保連合会へ支払う手数料の増額
を行うもの。

163 繰入金

基金積立金 国保財政調整基金積立金利子 64 町

諸支出金等

還付金
　今後の執行見込みにより増額　　　1,300千円

国庫支出金等返納金
　令和2年度災害臨時特例補助金　　　 104千円

予備費　　　　　　　　　　　　　△1,628千円

△ 224 町

合計 3

項目 補正前
今回

補正額
備考

補正の概要 　今後の実績見込みにより一般管理費、諸支出金等の補正を行うもの等。

これまでの
取組状況や
改善点等

補正の内容

7-2-2



令和 年度 事業説明書
１　基本情報

２　補正後の事業費等

３　事業の概要

3
介護保険特別会計

事業番号 事業名 介護保険特別会計 事業区分 □新規 ■継続
担当課 すこやか健康課 担当係 高齢福祉係
予算区分 款 項 目

財源内訳

国庫
支出金

県支出金 その他 起債 一般財源

3号補正
3月定例

2,211,972 3,405 1,292 △ 771 2,884 0 0

【その他内訳】
保険料　　　　　2,351千円
財産収入　　　　　731千円
町繰入金　　　△1,178千円
雑入　返還金　　　861千円
    　延滞金　　　119千円

補正後 2,215,377 563,955 302,756 1,348,659 0 7

・3号補正　3,405千円

（単位：千円）

細事業等 内容 補正額 財源内訳

介護保険給付費

介護サービス費（事業506）　　　　　　7,100千円　組替え
介護予防サービス費（事業507）　　　　1,800千円　組替え
特定入所者介護サービス費（事業765）△8,900千円　組替え
共同処理手数料（事業601）　　　　　　　 30千円

30

保険料727
国1,133
県△771
町繰入金
△1,178
雑入119

基金積立金

介護給付費準備基金積立金（事業511）　3,375千円
【内訳】
保険料剰余分　　　　　　　　　　　 　1,624千円
特別調整交付金（コロナ減免分）　　　　 159千円
介護給付費準備基金積立金利子　　　　　 731千円
雑入（高額介護サービス費返還金）　　　 861千円

3,375

保険料
1,624
国159

財産収入
731

雑入861

合計 3,405

項目 補正前
今回

補正額
備考

補正の概要
介護給付費の組替え（居宅介護、施設介護サービス費の減、介護サービス計画費の増）
介護給付費準備基金積立金の増額

これまでの
取組状況や
改善点等

補正の内容
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令和 年度 事業説明書
１　基本情報

２　補正後の事業費等

３　事業の概要

3
後期高齢者医療特別会計

事業番号 事業名 事業区分 □新規 ■継続
担当課 すこやか健康課 担当係 保険係
予算区分 款 項 目

財源内訳

国庫
支出金

県支出金 その他 起債 一般財源

3号補正
3月定例

223,753 267 9 258 延滞金　9千円

補正後 224,020 60,987 163,033

（単位：千円）

細事業等 内容 補正額 財源内訳

負担金

歳入
　滞納繰越分　258千円
　(調定額623,500円-予算額366,000円+歳出との調整1,000円)
　延滞金　9千円
　(実績額9,200円-予算額1,000円+歳出との調整1,000円)
歳出
　後期高齢者医療広域連合納付金　258千円
　予備費　9千円

267 町

267

項目 補正前
今回

補正額
備考

補正の概要
　保険料の収入実績に伴い増額を行うもの。
　また、それに伴う後期高齢者医療広域連合納付金等の増額を行う。

補正の内容

これまでの
取組状況や
改善点等
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令和 年度 事業説明書
１　基本情報

12 1 1

２　補正後の事業費等

３　事業の概要

3
一般会計

事業番号 661 事業名 国県返納金 事業区分 □新規 ■継続
担当課 福祉あんしん課 担当係

予算区分 款 諸支出金 項 諸費 目 国県支出金

財源内訳

国庫
支出金

県支出金 その他 起債 一般財源

11号補正
3月定例

53,052 249 249

補正後 53,301 0 53,301

（単位：千円）

細事業等 内容 補正額 財源内訳

令和２年度生活保
護費国庫負担金返
納金

返還金の増額　249千円
  必要額19,238,121円－予算額18,990,000円＝248,121円

　内訳

249 単町

合計 249

これまでの
取組状況や
改善点等

項目 補正前
今回

補正額
備考

補正の概要 国県支出金のうち令和２年度生活保護費国庫負担金返納金の増額

補正の内容

返還額

①生活扶助費 1,272,327円

②医療扶助費 17,965,794円

小計 19,238,121円

現予算額 18,989,458円

不足額 248,663円

備考

不用額として返還

不用額として返還

増額要求　③介護扶助費

 8-1



令和 年度 事業説明書
１　基本情報

3 2 1

２　補正後の事業費等

３　事業の概要

3
一般会計

事業番号 576 事業名 放課後健全育成事業 事業区分 □新規 ■継続
担当課 子育て応援課 担当係 こども未来係
予算区分 款 民生費 項 児童福祉費 目 児童福祉総務費

財源内訳

国庫
支出金

県支出金 その他 起債 一般財源

11号補正
3月定例

9,004 40 40 0 0 0 0

補正後 9,044 1,685 1,645 3,761 0 1,953

（単位：千円）

細事業等 内容 補正額 財源内訳

放課後児童支援
員等処遇改善臨
時特例事業

2月～3月分賃金改善分（3％程度の引き上げ）
しおかぜクラブ

40 国10/10

合計 40

項目 補正前
今回

補正額
備考

補正の概要

　「コロナ克服・新時代開拓のための経済対策」（令和3年11月19日閣議決定）において、保育現場等で働く
方の収入の引き上げが掲げられ、賃上げ効果が継続される取組を行うことを前提として、収入を3％程度引き
上げるための措置を令和4年2月から前倒しで実施することとされた。
　これに伴い、私立放課後児童クラブが放課後児童支援員等への賃金等処遇改善を行う費用を補助する。

補正の内容

これまでの
取組状況や
改善点等

9－1



令和 年度 事業説明書
１　基本情報

3 2 2

２　補正後の事業費等

３　事業の概要

3
一般会計

事業番号 91 事業名 特別保育 事業区分 □新規 ■継続
担当課 子育て応援課 担当係 こども未来係
予算区分 款 民生費 項 児童福祉費 目 保育所運営費

財源内訳

国庫
支出金

県支出金 その他 起債 一般財源

11号補正
3月定例

34,793 908 908 0

補正後 35,701 10,026 12,079 100 0 13,496

（単位：千円）

細事業等 内容 補正額 財源内訳

保育士・幼稚園
教諭等処遇改善
臨時特例事業

2月～3月分賃金改善分（3％程度の引き上げ）
赤碕こども園　508千円
みどり保育園　400千円

908 国10/10

合計 908

項目 補正前
今回

補正額
備考

補正の概要

　「コロナ克服・新時代開拓のための経済対策」（令和3年11月19日閣議決定）において、保育士等・幼稚園
教諭を対象に、賃上げ効果が継続される取組を行うことを前提として、収入を3％程度引き上げるための措置
を令和4年2月から前倒しで実施することとされ、私立こども園・保育園が行う賃金等の処遇改善を行う費用を
補助する。

補正の内容

これまでの
取組状況や
改善点等
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令和 年度 事業説明書
１　基本情報 　一般会計

7 1 1

２　補正後の事業費等

３　事業の概要

3

事業番号 222 事業名 土木総務事業 事業区分 □新規 ■継続
担当課 建設住宅課 担当係 地域整備室
予算区分 款 土木費 項 土木管理費 目 土木総務費

財源内訳

国庫
支出金

県支出金 その他 起債 一般財源

11号補正
3月定例

3,343 200 40 160
急傾斜地崩壊対策事業地元負担金
40千円

補正後 3,543 0 0 240 800 2,503

（単位：千円）

細事業等 内容 補正額 財源内訳

急傾斜地崩壊対
策事業負担金

東山田地区急傾斜地崩壊対策事業負担金
増額　200千円
当初計画より工損補償費用が増となったため。

200

負担金
40

町費
160

合計 200

項目 補正前
今回

補正額
備考

補正の概要 負担金　200千円増額

補正の内容

これまでの
取組状況や
改善点等
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令和 年度 事業説明書
１　基本情報 　一般会計

7 2 2

２　補正後の事業費等

３　事業の概要

3

事業番号 228 事業名 町道等改良整備事業 事業区分 □新規 ■継続
担当課 建設住宅課 担当係 地域整備室
予算区分 款 土木費 項 道路橋梁費 目 道路新設改良費

財源内訳

国庫
支出金

県支出金 その他 起債 一般財源

11号補正
3月定例

305,935 △ 19,971 △ 7,300 △ 11,700 △ 971

補正後 285,964 161,495 3,840 0 102,600 18,029

（単位：千円）

細事業等 内容 補正額 財源内訳

道路改良等測量
設計業務委託

国費の割り当てが当初予算額に満たなかったため、測量設計委託
料を減額する。
減額　14,166千円

国補正に伴い事業の進捗促進を図るため、測量設計委託料を増額
する。
成美橋橋梁修繕工事詳細設計業務　15,000千円
釈迦平橋橋梁修繕工事現場技術支援業務　1,000千円
一般財源　1,000千円

2,834
国費
起債
町費

道路改良等工事
請負費

国費の割り当てが当初予算額に満たなかったため、工事請負費を
減額する。
減額　51,405千円

国補正に伴い事業の進捗促進を図るため、工事請負費を増額す
る。
町道立子大熊線道路改良工事（7工区）　9,000千円
町道小学校松谷線道路改良工事　12,000千円
町道出上11号線カラー舗装工事　3,000千円
釈迦平橋橋梁修繕工事　9,000千円
一般財源　2,000千円

△ 16,405
国費
起債
町費

山村代行負担金

町道立子大熊線大山橋架替に伴う負担金（町負担額：県事業執行
額の5%）
減額　6,400千円
県工事の入札不調により事業の進捗が図れなかったため。

△ 6,400 起債

合計 △ 19,971

項目 補正前
今回

補正額
備考

補正の概要

国費割り当ての実績による事業費の減と国補正による事業費の増
委託料　2,834千円増額
工事請負費　16,405千円減額
山村代行負担金　6,400千円減額

これまでの
取組状況や
改善点等

補正の内容
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令和 年度 事業説明書
１　基本情報 　一般会計

7 2 3

２　補正後の事業費等

３　事業の概要

3

事業番号 787 事業名 除雪対策事業 事業区分 □新規 ■継続
担当課 建設住宅課 担当係 地域整備室
予算区分 款 土木費 項 道路橋梁費 目 除雪対策費

財源内訳

国庫
支出金

県支出金 その他 起債 一般財源

11号補正
3月定例

50,188 47,028 △ 1,848 1,648 △ 1,000 48,228

補正後 97,216 20,152 2,928 0 10,000 64,136

（単位：千円）

細事業等 内容 補正額 財源内訳

除雪車両等
維持管理

12月～1月の豪雪による除雪作業の増に伴う増額
タイヤチェーン等消耗品費　増額　2,500千円
除雪車燃料費　　増額　　800千円
除雪車等修繕料　増額　1,500千円

4,800 単町

除雪作業委託
12月～1月の豪雪による除雪作業の増に伴う増額
増額　14,000千円

14,000

県費
396
単町

13,604

除雪車借上
12月～1月の豪雪による除雪作業の増に伴う増額
増額　31,000千円

31,000

県費
1,252
単町

29,748

除雪車購入
琴浦町除雪ロータリー購入業務の精算による減額
減額　2,772千円

△ 2,772

国費
△1,848
起債

△1,000
町費
76

合計 47,028

項目 補正前
今回

補正額
備考

補正の概要

12月～1月の豪雪による除雪作業の増に伴う増額
需用費　増額　4,800千円
委託料　増額　14,000千円
借上料　増額　31,000千円
備品購入費　減額　2,772千円

これまでの
取組状況や
改善点等

補正の内容
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令和 年度 事業説明書
１　基本情報 　一般会計

12 1 1

２　補正後の事業費等

３　事業の概要

3

事業番号 650 事業名 国県支出金返納金 事業区分 □新規 ■継続
担当課 建設住宅課 担当係 地域整備室、住宅係
予算区分 款 諸支出金 項 諸費 目 国県支出金返納金

財源内訳

国庫
支出金

県支出金 その他 起債 一般財源

11号補正
3月定例

2,930 1,052 1,052

補正後 3,982 0 0 0 0 3,982

（単位：千円）

細事業等 内容 補正額 財源内訳

返納金

令和2年度公共土木施設災害復旧事業（30年災）について、成功認
定の結果に基づき、国庫への返納を行う。
今回は事業費の精査を行った結果、確定額と前回計上額に差異が
生じたため。
　3,736,535円（確定額）－ 2,685,343円（12月補正計上額）
　　＝1,051,192円（3月補正計上）

1,052 単町

合計 1,052

項目 補正前
今回

補正額
備考

補正の概要 返納金　増額1,052千円

補正の内容

これまでの
取組状況や
改善点等
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令和 年度 事業説明書
１　基本情報 　一般会計

２　補正後の事業費等

３　事業の概要

3

事業番号 706・640 事業名 農業集落排水事業及び下水道事業推進基金積立金 事業区分 □新規 ■継続
担当課 上下水道課 担当係 下水道係
予算区分 款 項 目

財源内訳

国庫
支出金

県支出金 その他 起債 一般財源

11号補正
3月定例

10,490 △ 6,988 △ 7,103 115

補正後 3,502 3,385 117 特別会計繰入金

（単位：千円）

財源内訳

国庫
支出金

県支出金 その他 起債 一般財源

・農業集落排水事業

負担金の積立
整備事業へ充当しな
い分・負担金収入を
基金へ積み立てる。

212 0 0 212 0 0

基金利子の積立
積立基金の預金利子
を基金へ積み立て
る。

36 0 0 0 0 36

・下水道事業

負担金の積立
（特環）

整備事業へ充当しな
い分・負担金収入を
基金へ積み立てる。

△ 4,659 0 0 △ 4,659 0 0

負担金の積立
（公共）

整備事業へ充当しな
い分・負担金収入を
基金へ積み立てる。

△ 2,656 0 0 △ 2,656 0 0

基金利子の積立
積立基金の預金利子
を基金へ積み立て
る。

79 0 0 0 0 79

合計 △ 6,988 0 0 △ 7,103 0 115

項目 補正前
今回

補正額
備考

補正の概要

１１号補正
　農業集落排水事業　・分担金収入増による基金積立金の増
　　　　　　　　　　・基金利子確定による増
　下水道事業　　　　・負担金及び分担金収入減による基金積立金の減
　　　　　　　　　　・基金利子確定による増

細事業等 内容
今回

補正額

補正の内容
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令和 年度 事業説明書
１　基本情報

1 1 1

２　補正後の事業費等

３　事業の概要

3
農業集落排水事業特別会計

事業番号 481・608 事業名 農業集落排水施設維持管理・整備事業 事業区分 □新規 ■継続
担当課 上下水道課 担当係 下水道係
予算区分 款 事業費 項 処理施設費 目 施設整備事業費

財源内訳

国庫
支出金

県支出金 その他 起債 一般財源

2号補正
3月定例

47,129 △ 1,788 △ 1,498 0 △ 290
使用料　△1,710千円
分担金　212千円

補正後 45,341 42,941 2,400 0

（単位：千円）

財源内訳

国庫
支出金

県支出金 その他 起債 一般財源

農業集落排水施
設の維持管理

委託料（維持管理） △ 2,000 0 0 △ 1,710 0 △ 290

一般会計繰出金
受益者分担金収入の
基金積立

212 0 0 212 0 0

合計 △ 1,788 0 0 △ 1,498 0 △ 290

項目 補正前
今回

補正額
備考

補正の概要
２号補正
　委託料（維持管理）：契約請差による減
　一般会計繰出金　　：分担金収入増による基金積立金の増

細事業等 内容
今回

補正額

補正の内容
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令和 年度 事業説明書
１　基本情報

1 1 1

２　補正後の事業費等

３　事業の概要

3
下水道事業特別会計

事業番号 595・600 事業名 特定環境保全事業・公共下水道事業 事業区分 □新規 ■継続
担当課 上下水道課 担当係 下水道係
予算区分 款 下水道費 項 下水道費 目 下水道整備費

財源内訳

国庫
支出金

県支出金 その他 起債 一般財源

4号補正
3月定例

233,861 △ 7,815 0 0 △ 7,315 0 △ 500 負担金　△7,315千円

補正後 226,046 75,860 0 13,635 117,600 18,951

（単位：千円）

財源内訳

国庫
支出金

県支出金 その他 起債 一般財源

特環（赤碕処理区） △ 300 0 0 0 0 △ 300

公共（東伯処理区） △ 200 0 0 0 0 △ 200

小計 △ 500 0 0 0 0 △ 500

特環（赤碕処理区） △ 4,659 0 0 △ 4,659 0 0

公共（東伯処理区） △ 2,656 0 0 △ 2,656 0 0

小計 △ 7,315 0 0 △ 7,315 0 0

合計 △ 7,815 0 0 △ 7,315 0 △ 500

項目 補正前
今回

補正額
備考

細事業等 内容
今回

補正額

下水道施設の
整備事業

一般会計繰出金

補正の概要

４号補正
　595　特定環境保全事業（△4,959千円）
　　前納報償金　　：負担金一括納付者が少なかったことによる減
　　一般会計繰出金：負担金収入減による基金積立金の減

　600　公共下水道事業（△2,856千円）
　　前納報償金　　：負担金一括納付者が少なかったことによる減
　　委託料　　　　：技術センター委託料の減
　　工事請負費　　：舗装工事の実績見込みによる増
　　水道移転補償金：実績による減
　　一般会計繰出金：負担金収入減による基金積立金の減

補正の内容
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令和 年度 事業説明書
１　基本情報

5 1 1

２　補正後の事業費等

３　事業の概要

3
会計

事業番号 126 事業名 農業委員会組織関係 事業区分 □新規 ■継続
担当課 農業委員会事務局 担当係 農地係・農政係
予算区分 款 農林水産業費 項 農業費 目 農業委員会費

財源内訳

国庫
支出金

県支出金 その他 起債 一般財源

11号補正
3月定例

19,108 1,656 2,348 △ 692

補正後 20,764 9,791 10,973

（単位：千円）

細事業等 内容 補正額 財源内訳

　新型コロナウイルス感染症拡大予防に係る各種会議、研修会
　中止に伴い旅費の減額を行う。

　・旅費
　　△331千円（支出見込額　0円－当初予算額331千円）

△ 331 単町

【新】
　国の農地利用状況等のデータベース化に伴い、タブレット
　端末の導入を行う。

　・備品購入費120千円（40千円×3台）

　【歳入】農業委員会による情報収集等業務効率化支援事業費
　　　　　補助金　120千円

120 県10/10

農地利用最適化
交付金事業

　委員の農地利用最適化（担い手への農地集積、遊休農地解消
　面積）の活動実績及び成果実績に伴う報酬の増額を行う。

　・委員報酬（能率給）
　　1,867千円（支出見込額　7,867千円－当初予算額6,000千円）

　【歳入】農地利用最適化交付金　1,866千円　

1,867 県10/10

合計 1,656

項目 補正前
今回
補正額

備考

補正の概要

【農業委員会組織関係】
　・新型コロナウイルス感染症拡大予防に係る各種会議、研修会中止中止に伴い旅費の減額を行う。
　・国の農地利用状況等のデータベース化に伴い、タブレット端末の導入を行う。

【農地利用最適化交付金事業】
　・委員の農地利用最適化（担い手への農地集積、遊休農地解消面積）の活動実績及び成果実績に
　　伴う報酬の増額を行う。

農業委員会組織
関係

これまでの
取組状況や
改善点等

補正の内容
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令和 年度 事業説明書
１　基本情報

9 2.3 1

２　補正後の事業費等

３　事業の概要

3
一般会計

事業番号 256、277 事業名 小学校管理費・中学校管理費 事業区分 □新規 ■継続
担当課 教育総務課 担当係 総務係
予算区分 款 教育費 項 小学校費・中学校費 目 小学校管理費ほか

財源内訳
国庫

支出金
県支出金 その他 起債 一般財源

11号補正
3月定例

59,741 8,967 1,234 2,100 5,633 学校施設環境改善交付金

補正後 68,708 68,708

（単位：千円）

細事業等 内容 補正額 財源内訳

委託料 八橋小学校図書館空調改修工事にかかる設計委託料 690

工事請負費 八橋小学校図書館空調改修工事 8,277

合計 8,967

項目 補正前
今回

補正額
備考

補正の概要
八橋小学校図書館の空調が設置後15年以上経過しており、室外機が腐食して倒壊する可能性があるため新
しいものに改修する。

国1,234
町債2,100
町5,633

これまでの
取組状況や
改善点等

小中学校７校の老朽化している設備については国の補助金等を活用しながら順次計画的に改修していく予
定。

補正の内容

老朽化しており、室外機が錆びて傾いている。
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令和 年度 事業説明書
１　基本情報

9 1 2

２　補正後の事業費等

３　事業の概要

3
一般会計

事業番号 1515 事業名 学校保健特別対策事業 事業区分 ■新規 □継続
担当課 教育総務課 担当係
予算区分 款 教育費 項 教育総務費 目 事務局費

財源内訳

国庫
支出金

県支出金 その他 起債 一般財源

11号補正
3月定例

0 6,300 3,150 0 0 0 3,150

補正後 6,300 3,150 3,150

（単位：千円）

細事業等 内容 補正額 財源内訳

消耗品費
7校×500,000円

（例）消毒液、ペーパータオル、ハンドソープ等
3,500

国1/2
町1/2

備品購入費
7校×400,000円

（例）加湿空気清浄機、オンライン授業用備品等
2,800

国1/2
町1/2

合計 6,300

項目 補正前
今回

補正額
備考

補正の概要 新型コロナウィルス感染症対策に必要な消耗品と備品の整備を行う

補正の内容

これまでの
取組状況や
改善点等

　国の補助事業を活用して実施する事業であり、今回が3回目(前々回各校100万円、前回各校80万円)。
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令和 年度 事業説明書
１　基本情報

9 2.3 2

２　補正後の事業費等

３　事業の概要

3
一般会計

事業番号
263～265
382･383

事業名 一般教育振興費(各学校配分) 事業区分 □新規 ■継続

担当課 教育総務課 担当係
予算区分 款 教育費 項 小中学校費 目 教育振興費

財源内訳

国庫
支出金

県支出金 その他 起債 一般財源

11号補正
3月定例

21,730 500 500 寄附金

補正後 22,230 500

（単位：千円）

細事業等 内容 補正額 財源内訳

備品購入費 児童用図書 350 寄附金

消耗品費 図書整理に係るカバーやラベル等の消耗品 150 寄附金

合計 500

項目 補正前
今回

補正額
備考

補正の概要 町内事業所から各小学校図書の充実を目的とした寄付の申し出を受け、目的に沿った整備を行うもの。

補正の内容

これまでの
取組状況や
改善点等

昨年度も同様の寄附金により専用図書コーナーを設置し図書の整備を行った。
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